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令和３年度第１回亀岡市環境基本計画推進会議 
 
○ 開催日時   令和３年６月２４日（木） 午後２時００分～午後４時２０分 
 
○ 開催場所   亀岡市役所 別館３階 会議室 
 
○ 出 席 者   田部会長、加藤副会長、河原委員、山 委員、荒木委員、兒嶋委員、 
         村山委員、ズル委員、原田委員、川口委員、太田委員、丸谷委員、 
         山内幹事 

（事務局５名） 
 
○ 欠 席 者   石黒委員、神崎委員、井尻委員、上田委員、田村委員 

 

 

 １ 会長挨拶 

 

 ２ 協議事項 

 （１）第２次亀岡市環境基本計画の令和２年度の取組状況について 

 

意見・質問 回答 
 地球温暖化対策で、クールベジタブル

野菜の販売とあるが、ＣＯ₂削減効果はど

の程度か。また、地中に埋める炭にも規

格があると思われるが、何らかの規格に

適合しているものなのか。 

 本市では、カーボンマイナスプロジェクトを

推進しており、竹を炭にすることで、光合成

で蓄えたＣＯ₂のＣ（炭素）を固定化するもの

である。クールベジタブル野菜は、竹炭を

土壌改良材としてほ場に埋め、そこで栽培さ

れたエコな野菜となっている。ＣＯ₂削減効果

は、１，０００㎡の畑に竹炭を１００ｋｇ投入す

れば、２００ｋｇから３００ｋｇ程度の削減に繋が

っているとも言われている。 

 竹炭については、ある程度、公に認められ

るものであると思われるが、平成３１年３月に

クールベジタブル野菜に取り組む団体が解

散し、現在は少人数で取り組まれている状

況であり、今後、発展していくのであれば、

国等の規格に適合するものになってくると思

われ、市としても支援する必要があると考え

ている。 
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 立命館大学の先生が、市内の農地でソ

ーラーシェアリングをされているが、今

後、太陽光発電を広める一つの方策と考

えられるが、市の支援も必要ではないか。 

 河原林町で、クールベジタブル野菜の

ほ場に太陽光パネルを設置して農業を営

んでいる方がおられ、クールベジタブル

野菜の栽培に加え、売電収入が得られる

と聞いている。太陽光パネルの下での栽

培は、日光の力も必要なことから、現在

では、サカキやシイタケを栽培するなど

の試行錯誤をされている。今後、農産物

の付加価値の向上や環境に配慮した農業

などの参考にしていきたいと考えてい

る。 
 令和２年度に、亀岡市の環境クリーン

推進課で、１４ケ国語でのごみの出し方

チラシが作成され、自治会にも配布され

ているが、令和２年度の報告書には記載

されていない。 

 実績報告から漏れていたため、追記す

る。 

 亀岡ふるさとエナジー㈱で、年谷浄化

センター消化ガス発電の電力を買い取ら

れているが、消化ガス発電の出力はどの

程度なのか。また、消化ガス発電による

電力は、市内全体で使われている電力の

どの程度になるのか。 

 年谷浄化センター消化ガス発電の発電

規模は１７５ｋｗで、一般家庭の３６０

世帯程度をまかなえる規模と聞いてい

る。 
 亀岡ふるさとエナジー㈱における再生

可能エネルギーは、西別院町のメガソー

ラーが３，０００ｋｗ、京都スタジアム

の太陽光発電が４８０ｋｗを含め、全体

で３，６５５ｋｗとなっている。このう

ち、消化ガス発電の割合は、約５％であ

る。供給割合としては、約６割が再生可

能エネルギーで、約４割が電力卸売市場

から購入した電力となっている。 
 市内における電気自動車の導入はどの

程度進んでいるのか。バスやタクシーに

ついても、電気自動車に更新されること

はあるのか。 

 市内の電気自動車の導入状況は把握し

ていない。電気自動車のようなＣＯ₂を排

出しない車への切り替えについては、国

を挙げての施策となると思われ、現時点

で、市の施策としては考えていない。 
 亀岡市では、昨年８月から、ポイ捨て

等禁止条例が施行されているが、東別院

町では、大阪方面に直結していることか

ら、府道界隈にごみが捨てられている。

自治会や市議会議員でごみ拾いをしてい

 ポイ捨てのないきれいなまちは、亀岡

市が目指しているとことであり、市の委

託事業者が週２回の回収を行っていると

ころであり、連絡をいただきたい。 
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たが、まだまだ残っている状況であり、

市でシルバー人材センターに頼んで清掃

をお願いしたい。きれいな道で、大阪・

京都の境を作っていきたいと思っている

ので、市の協力をお願いしたい。 
 桜塚クリーンセンター等の施設見学の

実施が、東別院小学校のみとなっている

のは、新型コロナウイルス感染症による

ものなのか、それとも、最近の傾向とし

て外での学習がなされていないのか。ま

た、地球環境子ども村での環境学習では、

９団体の実績となっており、コロナ過で

あった昨年度でも、実施可能だったのか。 

 桜塚クリーンセンターの施設見学につ

いては、新型コロナウイルス感染症拡大

の観点から、見学しないとの方針が学校

で出されていることもあり、少なくなっ

たものである。亀岡市みらい教育リサー

チセンターでは、バーチャルで施設見学

ができるものを作成されており、桜塚ク

リーンセンターも撮影されていたので、

今後、活用されるのではないかと考えて

いる。 
 南丹保健所では、環境教育事業として、

平成１８年から学校へ出かけていく出前

授業を実施しており、例年１５校程度で

実施しているが、昨年はコロナ過もあっ

て７校程度であった。今年は、少しコロ

ナに慣れたり、コロナ対策が分かってき

たこともあって、１５校から応募があり、

実施することとしている。学校の対応も

昨年と比べると、少し外部を入れて授業

をやっていく方向に変わってきていると

感じている。 

（意見のみ） 

 亀岡市のごみは、燃やすごみも埋立て

ごみも東別院町が引き受けており、南丹

市からもごみを引き受けている。ごみを

出すと、亀岡市内でどういった処理がさ

れているのか、小学生・中学生・大人の

皆が研究してほしいと思う。 

 御意見のとおり、ごみを出した瞬間か

ら、そのごみがどうなっているかという

意識が持てないような状況である。市で

は、様々な広報媒体を利用して、ごみの

減量や分別を進めているが、ごみを出さ

れる方が意識しなければ、処理に費用を

投じても追いつかない状況であるので、

市民の皆さんに分かりやすいような形で

発信していきたいと考えている。 
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（２）第３次亀岡市環境基本計画について 

 

意見・質問 回答 
 「環境意識の普及啓発」で、「多文化コミュ

ニティネットワークの構築」を明記しているで

あれば、「亀岡市の現状」の資料に、人口や

観光客の推移だけでなく、外国人の人口推

移も表記すべきである。そうしなければ、多

文化コミュニティネットワークの構築は実現で

きないと思う。 

 目標に掲げていることから、亀岡市の現状

の中で明記していきたいと考えている。 

 令和３年３月の亀岡市環境審議会では、

環境審議会会長から、重点目標を達成する

ための個別目標なのか。重点目標の２番目

「使い捨てプラスチックごみゼロのまちづく

り」は、４番目「ごみを減らして資源を有効か

るようするまちづくり」に包含されるのではな

いか。目標を設定するならば、目標値の設

定が必要であるとの意見があった。審議会

では、目標値で設定することで決着している

と認識しているが、その後の事務局での検

討状況を教えてほしい。 

 重点目標と個別目標の相対関係につい

ては、事務局としても意識していなかっ

た部分であり、今後、検討していきたい

と考えている。 

 以前の会議でも指摘しているが、体系

図の矢印は、個別の方向から目標達成で

きるようにボトムアップ的な方式にすべ

きと思う。この計画は、市民運動として

盛り上げていくものと思うので、個別の

取組の集大成が目標達成に繋がるよう志

向性を持つべきと思う。 

 考え方としては、ボトムアップ・ボト

ムダウンの両方があり、どちらも重要な

手法であり、両方の側面があることから、

両方記載している状況である。今後、議

論をいただく中で決めていきたい。 

 国や社会の急速な動きに対応するに

は、トップダウンで方向性を示し、それ

に向かってボトムアップしていくことも

大切であり、それぞれのいいところを調

和させればいいと思う。 

 考え方としては、ボトムアップ・ボト

ムダウンの両方があり、どちらも重要な

手法であり、両方の側面があることから、

両方記載している状況である。今後、議

論をいただく中で決めていきたい。 
 施策体系図の分野横断的目標に、市

民・事業者・市が輪になって描かれてい

る図があるが、目指すべき環境像が亀岡

という環境先進都市に求めるならば、市

を上にして、市民と事業者を下にした方

 以前の会議でも、市・市民・事業者が

取り組むことを分かりやすく示せないか

との意見もあるので、今後、工夫をして

いきたい。 
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がボトムアップになるのではないかと思

う。それぞれに両方の矢印が向いて、市

と市民、市と事業者、市民と事業者が連

携しているという絵の方が分かりやすい

と思う。 
 ２０５０年カーボンゼロとするなら、

ドラスティックに社会を変化させなけれ

ばならない。次期計画の計画期間である

２０３２年までにどうするのかを明確に

しなければならない。「亀岡市の現状」の

資料では、一次・二次エネルギーの使用

量、エネルギー需給や温室効果ガスなど

のデータが入っていない。２０５０年ゼ

ロカーボンとなると、ソーラーシェアの

面積、バイオマス、森林資源の賦存量の

現状や今後の利用について議論しなけれ

ばならない。ある都市では、全ての田畑

でソーラーシェアをしないとエネルギー

回収ができない結果になっており、その

場合には、都市の風景が大きく変わって

しまうことになる。本市でそうなる場合、

市民は納得するのかを議論しなければい

けない。VPP や PPA も触れられていな

い。 

 今回は、簡潔に示した資料となってい

るが、御意見を踏まえて追加等をしたい

と考えている。 

 重点２では、使い捨てプラスチックご

みに限定されているが、かめおかプラス

チックごみゼロ宣言では、当面発生する

プラスチックごみを１００％回収すると

いう話であったので、使い捨てに限定し

てしまうと目標が後退したのかと思われ

かねない。プラスチックについても、バ

イオプラスチック、でん粉プラスチック、

生分解性プラスチックなど、どの方向で

進めるのか、プラスチック戦略の方向性

を用途に分けて示す必要があると思う。 

 かめおかプラスチックごみゼロ宣言の

目標は、当初から使い捨てプラスチック

ごみとしており、製品プラスチックは含

んでいない。使い捨て文化をやめること

が目的である。 

 「亀岡市の現状」では、全国や京都府

の平均データとの比較ができれば、皆さ

んに関心をもって見てもらえるのではな

いかと思う。より興味深く見てもらうた

 今回は、簡潔に示した資料となってい

るが、御意見を踏まえて追加等をしたい

と考えている。 
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めに、見える化を検討してより良い計画

にしてほしい。 
 太陽光発電のパネル寿命は４０～５０

年というのもあると思うが、最終的には

廃棄されることとなる。また、台風でパ

ネルが飛散している状況を見ると、原子

力発電と同じではないかと思う。安いと

言いつつも、本当に環境負荷をかけてい

ないのか調べていただきたい。 

 正確には分かっていないが、生産から

廃棄まで含めても、全体として温室効果

ガスの削減効果に繋がっているようであ

り、今後、検証についても考えていきた

い。 

 個別目標の「資源循環型社会の形成」

で、「プラスチックごみ対策」とあるが、

河川清掃をしていると、農業系のプラス

チックごみが非常に多い。亀岡ブランド

の発信をするのであれば、農業系プラス

チックごみの方向性についても検討して

ほしい。 

 農業系プラスチックごみの視点も踏ま

えて検討していきたい。 

 車に電気を貯めたりできるＶ２Ｈを作

っているのは亀岡で、おそらく日本のシ

ェアのほとんどは亀岡である。Ｖ２Ｈを

亀岡の特色として施策に入れるべきであ

る。ただ、Ｖ２Ｈだけでなく、ＶＰＰと

の連携のところまで入れるべきである。

亀岡には、亀岡ふるさとエナジー㈱があ

るので、Ｖ２ＨやＶＰＰによって市内の

需給管理ができると思うので、踏み込ん

で示しておくべきである。 

 Ｖ２Ｈに関する情報収集を行い、検討

していきたい。 

 

 

主な意見 
 「自然との共生」の「想定される施策」でＦＳＣ認証製品の普及啓発とあるが、亀

岡市でＦＳＣ認証の森林はないので、普及をしても亀岡市の森林保全にはならない。

ここでは、グリーン購入の項目が抜けており、グリーン購入の啓発のところで、ＦＳ

Ｃ認証製品の普及が必要である。また、森林資源エネルギーの利用についての記載が

ないので必要ではないかと思う。非常に難しいかもしれないが、前期計画ではできな

かったということかもしれないが、今後はできる可能性があるので、入れる必要があ

ると思う。  
  今後、人口は減少するので、それに見合うインフラを最適化する必要がある。し尿処理

施設、下水処理施設、ごみ処理施設について、それぞれ計画があると思うが、環境基本計
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画が上位計画になるので、人口減少に伴うインフラの統合化について考える必要がある。

焼却炉で燃やされている生ゴミも資源化できるし、資源化によって焼却炉のカロリーが上が

る。それを下水処理施設やし尿処理施設に持って行くと発電にも繋がる。統合によってイン

フラコストを下げていくことも踏まえて考える必要がある。  

 

（３）令和２年度環境マネジメントシステム活動報告書について 

 
意見・質問 回答 

 電力使用量に起因するＣＯ₂削減量が

３５．６％とあるが、国の電力構成比が

変わり、電力排出係数が小さくなったた

めに、市全体の排出量が少なくなったと

のことであれば、亀岡市の努力とは別の

ところでＣＯ₂の排出量が減っているよ

うに感じる。平成２６年時点の電力排出

係数でもって比較しないと亀岡市の努力

は正確に評価できないように思う。 

 今回、目標の９％を達成したこととしている

が、エネルギーの転換が社会全体に与える

影響が大きいと気付かされた部分である。 

 亀岡市では、亀岡ふるさとエナジー㈱を活

用して、再生可能エネルギーを導入し、ＣＯ₂

フリーのエネルギーへの転換という施策を推

進している。この取組によって、事業活動が

増加しても、ＣＯ₂の削減との両立が図れる世

界になるのではないかと考えている。 
 一般廃棄物に関して、オンラインショッピン

グが普及し、梱包用として段ボールやプラス

チックが送られてきて、ごみとして廃棄すると

思うが、市民に対してオンラインショッピング

をやめるように言うことはできない。市民への

啓発や取組があれば教えてほしい。 

 製品を作る側も含まれるが、簡易包装

などの極力ごみを減らしていくような取

組が必要であると思う。個人のオンライ

ンショッピングを制限することは難し

く、流通の中で過剰包装になっている部

分について、何らかの働きかけを行う必

要があると考えている。 
 市内のスーパーにあるプラスチックトレーな

どの回収箱には、汚れたプラスチックが入れ

られているようで、汚れたものは燃やすごみ

に出してくださいとの貼紙がされている。自

宅では、汚れたプラスチックを洗って再生の

袋に入れているが、洗っても落ちないもの

は、燃えるごみとして出している。どちらのご

みとして出すかは個人の判断となるので、ど

う判断するかの指導が必要なのではない

か。 

 市では、容器包装プラスチックとプラ

マーク表示のものは、洗浄して容器包装

プラスチックとして出すようにお願いし

ているが、可燃ごみや埋立てごみにそれ

ぞれ約３０％は混入している状況であ

る。国では、プラスチック全般を集めて

リサイクルするような動きもあるので、

今後、国の動向を注視しながら、市民に

分かりやすくお願いしてきたいと考えて

いる。 
 
３ 閉会 


